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地域医療構想の実現に向けた具体的対応方針の再検証要請について

【令和元年9月26日 第24回地域医療構想ワーキンググループ（厚生労働省）資料に基づき作成】



具体的対応方針の再検証要請（厚生労働省 地域医療構想ワーキンググループ）
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平成29年度病床機能報告で「急性期」を報告する全医療機関について、
9領域・19分析項目を分析。以下、A･Bのいずれかに該当する公立・公的
医療機関について、再検証要請の対象として、9月26日に公表。（道内で
は54医療機関）

＜Ａ：診療実績が特に少ない＞

〇各分析項目について、人口規模ごとに全国の医療機関の診療実績を
並べ、各人口規模の下位33.3%に該当するか否かを分析。
〇領域①～⑥について、全分析項目で下位33.3%に該当した場合、当該
領域は「診療実績が特に少ない」と評価。
〇9領域全てで「診療実績が特に少ない」と評価された場合、再検証要請
の対象

＜Ｂ：類似かつ近接＞
〇各分析項目について、以下(1)･(2)の分析を実施
〇領域①～⑥について、全分析項目で「類似の実績」かつ「近接」に該当
した場合、当該領域は「類似かつ近接」と評価。
〇6領域全てで「類似かつ近接」と評価された場合、再検証要請の対象。
（１）類似の実績
各分析項目について、圏域内で、診療実績シェアが上位50%以内の
医療機関を「上位グループ」、それ以外の医療機関を「類似の実績」と
分析。また、上位グループでも、上位グループ以外の医療機関における
実績最大値の1.5倍以内の医療機関は「類似の実績」と分析。
（２）近接
各分析項目について、圏域内で、車で20分以内の場所に診療実績を
有する他の医療機関（「診療実績が特に少ない」医療機関を除く）があ
る場合、「近接」と分析。

領域 分析項目

①がん 肺・呼吸器

乳腺

消化器（消化管、肝胆膵）

泌尿器／生殖器

放射線療法

②心筋梗塞等の
心血管疾患

急性心筋梗塞に対する心臓カテーテル手術

外科手術が必要な心疾患

③脳卒中 急性期脳卒中加算

脳動脈療クリッピング術等

開頭血腫除去術等

血栓除去術等の脳血管内手術

④救急医療 救急搬送等の医療

大腿骨骨折等

⑤小児医療 小児入院医療管理料・新生児集中治療室管理料等

⑥周産期医療 分娩件数

ハイリスク分娩管理加算

⑦災害医療 災害拠点病院の指定

⑧へき地医療 へき地医療拠点病院の指定

⑨研修派遣機能 臨床研修病院の指定

※各分析項目に活用した具体的な数値（診療報酬等）は、現時点で不明
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資料２ P１５

経緯
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資料２ P１６

地域医療構想の実現に向けたこれまでの取組について
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資料２ P１７

地域医療構想の実現に向けたさらなる取組について



札幌構想区域（札幌医療圏）の公立・公的医療機関等�① 病床数等
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医療機関施設名
合計
病床数

高度急性期
病床数

急性期
病床数

回復期
病床数

慢性期
病床数

休棟等
病床数

稼働率
（高度急性
期・急性期病
棟）

江別市立病院 278 0 278 0 0 0 70%

独立行政法人国立病院機構 北海道医療センター 410 34 292 42 42 0 83%

独立行政法人国立病院機構 北海道がんセンター 520 0 520 0 0 0 58%

独立行政法人地域医療機能推進機構 北海道病院 312 11 301 0 0 0 79%

北海道立子ども総合医療・療育センター 215 33 72 110 0 0 64%

北海道大学病院 874 714 160 0 0 0 80%

手稲渓仁会病院 670 73 597 0 0 0 79%

独立行政法人地域医療機能推進機構 札幌北辰病院 276 0 276 0 0 0 67%

市立札幌病院 701 605 96 0 0 0 72%

市立千歳市民病院 190 0 190 0 0 0 81%

ＫＫＲ札幌医療センター 453 11 420 0 22 0 76%

国家公務員共済組合連合会 斗南病院 243 243 0 0 0 0 63%

札幌医科大学附属病院 890 45 845 0 0 0 77%

ＪＡ北海道厚生連札幌厚生病院 519 86 364 44 25 0 87%



札幌構想区域（札幌医療圏）の公立・公的医療機関等�② 病院類型
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医療機関施設名
基幹型臨床
研修病院

特定機能
病院

地域医療
支援病院

災害
拠点病院

へき地
拠点病院

総合周産期
母子医療
センター

地域周産期
母子医療
センター

公立病院新
改革プラン
策定対象

公的等2025
プラン対象

民間の
地域医療
支援病院

江別市立病院 〇 〇

独立行政法人国立病院機構 北海道医療センター 〇 〇 〇 〇

独立行政法人国立病院機構 北海道がんセンター 〇

独立行政法人地域医療機能推進機構 北海道病院 〇 〇 〇 〇

北海道立子ども総合医療・療育センター 〇

北海道大学病院 〇 〇 〇 〇 〇

手稲渓仁会病院 〇 〇 〇 〇 〇 〇

独立行政法人地域医療機能推進機構 札幌北辰病
院

〇 〇 〇

市立札幌病院 〇 〇 〇 〇 〇

市立千歳市民病院 〇 〇

ＫＫＲ札幌医療センター 〇 〇 〇

国家公務員共済組合連合会 斗南病院 〇 〇 〇

札幌医科大学附属病院 〇 〇 〇 〇 〇

ＪＡ北海道厚生連札幌厚生病院 〇 〇



札幌構想区域（札幌医療圏）の公立・公的医療機関等�③ Ａ 診療実績が特に少ない

92

医療機関施設名 がん 心血管疾患 脳卒中 救急医療 小児医療 周産期医療 災害医療 へき地医療
研修・派遣
機能

該当数

江別市立病院 ● ● ● ● ● 5

独立行政法人国立病院機構 北海道医療センター ● ● 2

独立行政法人国立病院機構 北海道がんセンター ● ● ● ● ● ● ● ● 8

独立行政法人地域医療機能推進機構 北海道病院 ● ● ● ● ● 5

北海道立子ども総合医療・療育センター ● ● ● ● ● ● ● 7

北海道大学病院 ● ● 2

手稲渓仁会病院 ● 1

独立行政法人地域医療機能推進機構 札幌北辰病院 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

市立札幌病院 ● 1

市立千歳市民病院 ● ● ● ● ● 5

ＫＫＲ札幌医療センター ● ● 2

国家公務員共済組合連合会 斗南病院 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

札幌医科大学附属病院 ● ● 2

ＪＡ北海道厚生連札幌厚生病院 ● ● ● ● ● 5



札幌構想区域（札幌医療圏）の公立・公的医療機関等�③ Ｂ 類似かつ近接
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医療機関施設名 がん 心血管疾患 脳卒中 救急医療 小児医療 周産期医療 該当数

江別市立病院 ● ● ● ● ● ● 6

独立行政法人国立病院機構 北海道医療センター ● ● ● ● ● ● 6

独立行政法人国立病院機構 北海道がんセンター ● ● ● ● ● 5

独立行政法人地域医療機能推進機構 北海道病院 ● ● ● ● ● 5

北海道立子ども総合医療・療育センター ● ● ● ● ● ● 6

北海道大学病院 ● ● ● ● 4

手稲渓仁会病院 ● ● 2

独立行政法人地域医療機能推進機構 札幌北辰病院 ● ● ● ● ● ● 6

市立札幌病院 ● ● 2

市立千歳市民病院 ● ● ● ● 4

ＫＫＲ札幌医療センター ● ● ● ● ● 5

国家公務員共済組合連合会 斗南病院 ● ● ● ● ● ● 6

札幌医科大学附属病院 ● ● ● ● 4

ＪＡ北海道厚生連札幌厚生病院 ● ● ● ● ● 5

注） 人口100万人以上の構想区域に所在する公立・公的医療機関等は、類似の状況にある医療機関が多数に及ぶことから別に整理が必要なため、
今回は「類似かつ近接」に係る再検証は要請せず、今後、必要な検討を行うこととする。ただし、分析結果は公表する。



江別市立病院の診療実績の評価
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項目 実績の実数
診療実績が
特に少ない

類似かつ
近接する

【がん】

肺・呼吸器 0 ●

乳腺 ＊ ●

消化器（消化管／肝胆膵） ＊ ●

泌尿器／生殖器 ＊ ●

放射線療法 0 ●

【心筋梗塞等の心血管疾患】
急性心筋梗塞に対する心臓カテーテル手術 ＊ ●

外科手術が必要な心疾患 0 ●

【脳卒中】

超急性期脳卒中加算 0 ●

脳動脈瘤クリッピング術等 0 ●

開頭血腫除去手術等 0 ●

血栓除去術等の脳血管内手術 0 ●

【救急医療】
救急搬送等の医療 1,955 ●

大腿骨骨折等 ＊ ●

【小児医療】 小児入院医療管理料・新生児集中治療室管理料等 151 ●

【周産期医療】
分娩件数 30 ●

ハイリスク分娩管理加算 ＊ ●

※実績の実数は、平成29年度病床機能報告に基づくもの
※平成29年6月分の診療実績（救急搬送等の医療は、平成28年7月から平成29年6月の受入件数）
※「1件～9件の診療実績は秘匿とし、”＊”で表示している
※「診療実績が特に少ない」に該当する（●）場合は、「類似かつ近接」の（●）を省略している。（空欄となる。）
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具体的対応方針の再検証要請に対する道の考え方（令和元年10月1日付け事務連絡）
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〇 今回の国の公表データは、一定の条件下で全国一律に分析されたものであり、絶対的な分析結

果ではないものと捉えている。

〇 道では、今年度、地域医療構想の実現に向け、圏域ごとに「重点課題」を設定し、具体的な取組

（急性期機能の集約化、病院の再編・統合など）に向けた集中的な議論を進めていただいている

ところであり、今後もこの方針を変更することは考えていない。

※札幌圏域の重点課題は、各地域で顔の見える連携体制を構築することとされている。

〇 今回の国公表データも、各圏域の診療状況を示す１つの参考資料としながら、「再編統合の必

要性について特に議論が必要な公立・公的医療機関等」として公表されたかどうか、また、公立・

公的医療機関等であるかどうかに関わらず、引き続き、地域医療構想調整会議において、具体

的かつ集中的な議論を進めていただきたい。


